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学校長 平 井 仁 司 

いよいよ 12 月。師走になりました。保護者の皆さまも、年末を迎え、何かと慌ただしくさ

れていることかと存じます。学校において 1 年を振り返ってみまし

ても、やはり、新型コロナ感染症の影響が大きかったです。その中で、

10 月から、教育活動も少しずつではありますが、広がりを持つこと

ができました。ひとえに保護者の皆さまによる感染予防対策へのご

協力に他なりません。お礼申し上げます。 

さて、11 月には学年毎の発表によります音楽発表会を行いまし

た。主役は言うまでもなく子どもたちです。主役として、緊張もしな

がら、他の子どもたちに見てもらおう、おうちの人に今までの頑張り

を見てもらおう、と一生懸命に発表していました。まさに主役として

その姿を見せていました。では、主役ではない人はいたのでしょう

か。 

主役が子どもたちであれば、脇役とも言われる支援者は、主役を取

り巻く者、言い換えれば、保護者であったり、学校であったり、地域

であったりするのではないでしょうか。子どもたちの頑張れるエネ

ルギーの源のとなる一体の陰なる支えがあってこそ、子どもたちの

輝く姿を見ることができました。 

家庭では、練習の応援や、子どもたちの声に耳を傾け、励まし、寄

り添いながら応援してくださいました。学校では、音楽の指導はもと

より、楽器の調整や配置の工夫など、一人ひとりの輝く場面を想定し

ながら準備を進めてきました。地域の方も、今年度は鑑賞することは

できませんでしたが、無事に発表会を終えたことを伝えると、「よか

ったねぇ。」とほほえんでくださいました。 

そして、主役はひとりではありません。共演者もいます。一緒に発

表した友だちです。一緒に取り組むから頑張るエネルギーも出てき

ます。様々な楽器を使うので、主役も入れ替わります。中には主旋律

（主役）がなく、低音やリズム楽器で音楽全体の支えになる子どもも

います。音楽は、旋律（主旋律・副旋律）、和音（ハーモニー）、リズ

ムが重なり合ってできています。また、それぞれの持ち味を生かすこ

とで、より立体的な表現ができます。子どもたちの中でも、主役にな

るとき、主役を引き立てるとき、それぞれの役割を果たしての演奏で

した。まさに、「主役を引き立てる」という気持ちの表れでした。 

音を奏でるのは子どもでしたが、そのために、保護者・学校・地域

それぞれが同じ思いを持って子どもたちを支えたことも今年度の発

表の素晴らしさにつながっていました。まさに、協演でした。 

 

 


